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はじめに 
化学メーカーのカネカの元社員の妻が、育児休業直後の

転勤命令に対する不満を SNS で発信し、ネット上の炎

上や一時株価が落ち込むなど大きな騒動に発展しまし

た。事件の概要を紹介するとともに、これからの育児休

業への対応について解説します。 

 

事件の内容 
この事件の概要は以下の通りです。 

 

① 関東圏・夫婦共働きの家庭（夫がカネカに勤務） 

② 夫婦で育児休業を取得した（夫は1ヶ月程度の休業） 

③ 保育園が決まったばかり 

④ 家を購入したばかり 

⑤ 夫の育児休業からの復帰2日後に関西への転勤命令 

 

家庭事情を考慮しない企業の転勤命令に不満を持った

妻がSNSに不満を発信し、炎上騒動に発展しました。 

 
カネカの言い分 
企業側は弁護士を通じコメントを発表しています。その

内容は下記のとおりです。 

 

1. 転勤命令は事実だが、男性育児休業取得に対する

報復や見せしめではない 

2. 育児や介護などの家庭の事情を抱えているのは多

くの社員が当てはまるため、育児休業を取った社

員だけを特別扱いできない 

3. 転勤してしばらくは出張を柔軟に認めるなどの配

慮をしている 

 

このように違法ではないという立場を取っています。 

 

転勤があるという条件で雇用されていた社員について

転勤命令をすることは確かに違法とは言えないでしょ

う。相談を受けた行政機関も転勤の違法性は否定してい

るようです。 

 

何が問題視されたか 
違法性がない対応であっても、「育児に対するハラスメ

ントである」とされて SNS などで大きく炎上したのは

なぜでしょうか。一つには、個別の事情を配慮する姿勢

が足りなかったことが挙げられるでしょう。 

 

やっとの事で保育園に入れたという事情、家を購入した

ばかりという事情が配慮されなかったことで、「組織人

として理不尽に耐えている層」から同情を集めたと考え

られます。「育児」「大企業」という条件も炎上した原因

の一つでしょう。 

 

育児に対する労務管理のこれから 
カネカの事件では、一時的に同社の採用活動にも悪影響

を及ぼしたようです。中小企業経営において採用は重要

な経営課題の一つですから、社員の育児に対する対応で

悪評が立つことは避けたいところです。 

 

子育て世代の社員の定着や採用をするためには、「安心

して育児と両立できそうだ」と社員に期待させるような

企業姿勢を示していくことが大切です。以下に挙げるよ

うな施策を検討してはどうでしょうか。 

 

公正さ・公平さを意識しながらも、子育て世代を優遇す

る方針も時には戦略上有効な方法かもしれません。 

 

① 在宅勤務ができる業務領域を拡大する 

② 育児にかかる周辺時期は転勤命令をしない 

③ 保育施設を福利厚生として用意する 

④ 育児の事情があるときは夜間の勤務をさせない 

カネカ事件が示す育児
と労務管理のこれから 

化学メーカーのカネカにおいて、育児休業明

けの男性社員が転勤を言い渡されて退職し

た事件が騒動になっています。現代の育児休

業への対応について考えます。 


